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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

朽木陣屋跡 城館跡

縄文時代晩期
室町時代後期～
安土桃山時代
江戸時代
近代（明治期）

土坑墓・土坑

堀・石列・道状遺構
石組暗渠

縄文土器・石器

陶器・磁器・土師器

陶器・磁器

要　　　約

　縄文時代では、混入ながら朽木地区で初めての出土となった縄文土器や石器が出土した。
　室町時代後期～安土桃山時代では、土坑墓や土坑などを検出し、朽木陣屋の前身施設となる
朽木城に関わるものとなる可能性がある。
　江戸時代では、朽木陣屋跡を構成する堀・石列およびその間の道状遺構（登城道）や土坑など
を検出し、堀を中心に陶器や磁器・土師器などが出土した。
　近代（明治期）では、石組暗渠などを検出し、陣屋廃絶後の土地利用を考える資料が得られた。


